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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第１四半期連結
累計期間

第32期
第１四半期連結
累計期間

第31期

会計期間

  自平成24年
  ４月１日
  至平成24年
  ６月30日

  自平成25年
  ４月１日
  至平成25年
  ６月30日

  自平成24年
  ４月１日
  至平成25年
  ３月31日

売上高（千円）   4,281,851     3,121,233      16,709,820

経常損失（千円）     △38,032        △51,508   △50,802

四半期純損失（千円）        △41,113         △42,050      △75,670

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
    △78,357      △50,189     △79,266

純資産額（千円）       3,696,339       3,645,241     3,695,431

総資産額（千円）      8,056,265       7,562,352      8,193,979

１株当たり四半期(当期)純損失金

額（円）
      △8.68         △8.88        △15.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
    －         －         －

自己資本比率（％）     45.9        48.2      45.1　

（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、１株当たり四半期(当期)純損失金額であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、当第１四半期連結会計期間において、㈱ハブ・ア・グッドは当社との合併により消滅

会社となったため、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や株高の影響を受け景気は回復しつつあるものの、デフレ

や海外景気の下振れ懸念など景気の押し下げ要因も存在しており、部分的に個人消費は回復しているものの、市場全

体としては厳しい状況で推移しました。

当社グループの事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、販売用ブルーレイディスクの出荷高が発売タイ

トル数の増加に伴い前年（１～６月期）を上回ったものの、レンタル向けの出荷高はＤＶＤ、ブルーレイディスクと

もに前年を下回り、全体としては厳しい状況で推移しました。

音楽ソフト市場におきましては、生産高の減少が続いていたＣＤが昨年度（１～１２月期）にようやく前年を上回

り、今年度上期（１～６月期）の生産高は、金額ベースでは前年をやや下回ったものの、数量ベースではやや上回る結

果となり、縮小傾向に歯止めがかかったかたちとなりました。

このような環境のもと、映像ソフト市場におけるシェアの拡大と売上総利益率の改善に加え、グループ全体の業務

効率の向上による経費削減に努めてまいりましたが、映像ソフト、音楽ソフト及びコンシューマーゲームの売上高が

前年同期と比較して大幅に減少しており、利益面ともに厳しい結果となりました。なお、グループ全体の業務効率の向

上策として、本年４月１日付で連結子会社の株式会社ハブ・ア・グッドを吸収合併し、経営資源の集中、業務の見直し

などによる業務効率の向上を進めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高が3,121百万円と前年同期比で27.1％減少しました。

業務効率の向上により経費の削減効果が出ているものの、売上高の減少による売上総利益の減少を補うにはいたら

ず、営業損失は75百万円（前年同期は37百万円の営業損失）、経常損失は51百万円（前年同期は38百万円の経常損

失）となり、四半期純損失は42百万円（前年同期は41百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①卸売事業

イ．音楽映像ソフト

当部門の売上高は、映像ソフトにおいては、販売店向けＤＶＤは比較的堅調に推移したものの、レンタル店向けＤ

ＶＤの売上高は、レンタル店におけるレンタル料金の低価格化により、中小規模のレンタル店は経営に大きな影響

を受け、大きく減少しました。また、音楽ソフトの売上高も減少した結果、前期比30.7％減の2,298百万円となりまし

た。

ロ．コンシューマーゲーム

当部門の売上高は、ゲームソフトにおいてヒット作が少なかったことと、ダウンロード型のソフトの台頭により、

前期比20.4％減の320百万円となりました。

ハ．関連商品

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の既存商品の売上高が減少傾向にあるなか、バラエティグッズをはじ

めとした、店舗における新たな商材の販売を強化したものの、既存商品の減少分を補うにはいたらず、前期比8.8％

減の130百万円となりました。

ニ．その他

当部門の売上高は、レンタル店を対象とした当社オリジナルサービス「ＣＳＲ（Ｃｕｓｔｏｍｅｒ　Ｓｔｏｃｋ　

ｏｒ　Ｒｅｔｕｒｎ）」の導入を推し進めた結果、前期比29.1％増の185百万円となりました。

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比26.8％減の2,935百万円となりました。

②小売事業

当部門の売上高は、当社直営店のうち、不採算店２店を閉店したことにより、前期比32.1％減の185百万円となりま

した。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,030,000

計 21,030,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,257,950 5,257,950

㈱東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 5,257,950 5,257,950 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,257,950 － 598,510 － 544,864

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は、第１四半期会計期間であるため記載しておりません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】　

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式普通株式 520,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,728,000 4,728 同上

単元未満株式 普通株式 9,950 － 同上

発行済株式総数 5,257,950 － －

総株主の議決権 － 4,728 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社シーエ

スロジネット

名古屋市中川区舟

戸町２番37号
520,000 － 520,000 9.89

計 － 520,000 － 520,000 9.89

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 837,010 908,696

受取手形及び売掛金 1,764,817 1,409,721

有価証券 377 412

たな卸資産 1,908,896 1,675,303

その他 206,672 206,588

貸倒引当金 △20,449 △18,687

流動資産合計 4,697,325 4,182,034

固定資産

有形固定資産 687,967 685,617

無形固定資産 185,816 165,629

投資その他の資産

投資有価証券 970,853 938,559

敷金及び保証金 971,198 907,999

その他 681,249 683,035

貸倒引当金 △431 △523

投資その他の資産合計 2,622,869 2,529,070

固定資産合計 3,496,653 3,380,317

資産合計 8,193,979 7,562,352

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,792,061 2,441,794

短期借入金 200,000 100,000

未払法人税等 53,933 116

賞与引当金 59,476 28,705

その他 406,937 408,463

流動負債合計 3,512,409 2,979,078

固定負債

社債 113,600 99,200

長期借入金 396,532 360,826

役員退職慰労引当金 308,452 312,081

その他 167,554 165,924

固定負債合計 986,139 938,031

負債合計 4,498,548 3,917,110

純資産の部

株主資本

資本金 598,510 598,510

資本剰余金 545,000 545,000

利益剰余金 2,884,184 2,842,133

自己株式 △142,231 △142,231

株主資本合計 3,885,464 3,843,413

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,610 43,656

土地再評価差額金 △241,827 △241,827

その他の包括利益累計額合計 △190,217 △198,171

少数株主持分 184 －

純資産合計 3,695,431 3,645,241

負債純資産合計 8,193,979 7,562,352
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,281,851 3,121,233

売上原価 3,800,965 2,760,781

売上総利益 480,885 360,451

販売費及び一般管理費 518,442 435,654

営業損失（△） △37,557 △75,202

営業外収益

受取利息 1,057 1,415

受取配当金 878 750

有価証券売却益 － 15,692

受取手数料 2,472 1,755

その他 1,060 6,839

営業外収益合計 5,469 26,452

営業外費用

支払利息 2,808 2,139

支払保証料 629 560

為替差損 2,498 －

その他 7 59

営業外費用合計 5,944 2,758

経常損失（△） △38,032 △51,508

特別利益

保険解約返戻金 324 1,075

特別利益合計 324 1,075

特別損失

固定資産除却損 36 －

特別損失合計 36 －

税金等調整前四半期純損失（△） △37,743 △50,433

法人税、住民税及び事業税 18,480 2,679

法人税等調整額 △14,409 △10,877

法人税等合計 4,071 △8,198

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △41,815 △42,234

少数株主損失（△） △701 △184

四半期純損失（△） △41,113 △42,050
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △41,815 △42,234

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △36,542 △7,954

その他の包括利益合計 △36,542 △7,954

四半期包括利益 △78,357 △50,189

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △77,655 △50,005

少数株主に係る四半期包括利益 △701 △184
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の変更）

     (1)連結の範囲の重要な変更

　　　　　当第１四半期連結会計期間において、株式会社ハブ・ア・グッドは、当社との合併により消滅会社となった

　　　　ため、連結の範囲から除外しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費   11,018千円  8,037千円

のれん償却額  19,538      16,480

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 47,376 10.00平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

　 該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社シーエスロジネット(E02939)

四半期報告書

10/14



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

合計（千円）

売上高    
　　外部顧客への売上高   4,007,929    273,921   4,281,851
　　セグメント間の内部売上高又
は振替高

    －    －    －

計    4,007,929   273,921    4,281,851
セグメント利益又は損失(△) 95,844    △33,040 62,803
　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　利益 　　　　　　金額(千円)
報告セグメント計 62,803
 のれんの償却額   △3,058
 全社費用(注)     △97,302
四半期連結損益計算書の営
業損失(△)

  △37,557

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

合計（千円）

売上高    
　　外部顧客への売上高     2,935,284    185,948   3,121,233
　　セグメント間の内部売上高又
は振替高

 12  2,652   2,664

計     2,935,297   188,600     3,123,898
セグメント利益又は損失(△) 41,323     △31,093    10,230
　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　利益 　　　　　　金額(千円)
報告セグメント計  10,230
 セグメント間取引消去 450
 のれんの償却額     －
 全社費用(注)      △85,883
四半期連結損益計算書の営
業損失(△)

      △75,202

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

EDINET提出書類

株式会社シーエスロジネット(E02939)

四半期報告書

11/14



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純損失金額(△)     △8円68銭        △8円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額(△)（千円）    △41,113       △42,050

普通株主に帰属しない金額（千円）   －       －

普通株式に係る四半期純損失金額(△)（千円）   △41,113     △42,050

普通株式の期中平均株式数（千株）  4,737      4,737

 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が　

　　存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月12日

株式会社シーエスロジネット

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  杉　田　　純　　印

 
代表社員
業務執行社員　

 公認会計士  林  　寛　尚　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーエス

ロジネットの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記ついて四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーエスロジネット及び連結子会社の平成25年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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